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  特殊な荷重がかかる場合（建築物、道路沿いおよびがけ下などに設置する場合）
   建築物、道路沿い  およびがけ下等は、非常に大きな土圧が浄化槽にかかりますので、次の要領で工事を行ってく
ださい。

（１）設置場所が広くとれる場合
     設置場所が広くとれる場合は、浄化槽を建築物等
     から離して設置してください。

（２）設置場所が狭い場合
     設置場所が狭く、浄化槽を建築物等から離して設置
     できない場合は、よう壁を設けてください。

 ビルの地下に設置する場合
 ビルの地下に設置する場合は、次のことに注意してください。

（１）作業環境の確保のため、換気が必要です。換気設備は機械換気とし、室内の空気を１時間につきおおむね 10
       回以上、直接外気と交換する能力を有するものを設けてください。

（２）ビルの用途がマンションや共同住宅の場合、ブロワやポンプなどの騒音や振動が問題になることが考えられま
       すので、防音や防振の対策を十分に行ってください。

（３）ビルの地下では、建屋のコンクリート打ちが終わり、型枠が外れた時点から浄化槽の据え付け工事に入ること
        が多くあります。この場合、浄化槽の搬入は マシンハッチ（機械搬入口）から行いますので、事前に検討し
        ておくことが必要です。

（４）浄化槽の上部には、維持管理に必要な広さを確保してください。
（５）清掃時に直接バキューム車のポンプで汚泥を引き抜くことができないと考えられる場合には、中継用の汚泥ピッ
       トを設けてください。

●よう壁の仕様は、よう壁にかかる荷重の大き
   さや荷重の方向によって異なりますので、
　構造計算を十分行って施工してください。

建築物等の基礎の終点

この範囲には浄化槽を設置
しないでください。

45°

よう壁

 屋内に設置する場合
 屋内に設置する場合は、次のことに注意してください。
 （１）浄化槽は、酸素を消費するとともに、炭酸ガスや硫化水素等が発生しますので、必ず換気設備を設けてください。
         換気設備の位置および仕様は、周囲の状況や必要な換気能力を十分検討して決定してください。
 （２）ブロワ、ポンプなどの騒音や振動に対して十分な対策を行ってください。
 （３）浄化槽の周囲は、維持管理が十分に行える場所を設けてください。
 （４）浄化槽本体には、建物の荷重がかかることが多いので、事前に荷重の検討を十分行い、補強工事を実施して
        ください。

 寒冷地に設置する場合
寒冷地においては、浄化槽の水面が、その地域の凍結深度以下になるように施工してください。
尚、深埋めが 30cm を越える場合は、ピット工事（前述）を行ってください。

 積雪地帯に設置する場合
積雪が１m を越える場合は、浄化槽の上部に屋根囲い等を設けて、
積雪による荷重が浄化槽にかからないようにしてください。
また、地面や建物上部の積雪荷重が浄化槽の側面にかかってくる
場合は、十分な対策を行ってください。

屋根

G.L

45°45°
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●　放流ポンプ槽付の場合は、この「放流ポンプ槽について」
　　をお読みになり正しい施工を行ってください。

放流ポンプ槽（オプション）について

 部品一覧表
部　品　名 数量 荷　姿 備　考

1. ポンプ槽本体 1
裸

( 浄化槽に取り付け済）
　720Wx650Lx1,135H
　　（φ 450 ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、枠付 )

2. 排水管 2 放流ポンプ槽本体内納め 　φ 38x852L( 逆止弁付 )
3. ポンプ 1 ダンボール箱 　自動交互形 (32PRW2.13S-91)
4. ポンプ 1 ダンボール箱 　自動形　(32PRA2.13S-91)

※上記部品は浄化槽本体および付属品と一緒に納入される場合もあります。

●　放流ポンプ槽、放流ポンプは仕様が異なる場合があります。

ポンプ据付け

●　設置工事」および「特殊工事」については浄化槽本体の
　　施工要領書（前述）をご参照ください。

(1) ポンプに排水管を取り付けてください。
　　
　１. 排水管のバルブソケット部にシールテープを
　　３回程度巻き付け、ポンプの相フランジに
　　緩みが無いようねじ込んでください。（図１、2）
　２． （ア）逆止弁ナットを緩みが無いよう固く手締め
　　してください。

排水管

バルブソケット

相フランジ

10
ｍ
ｍ
以
内

図2図1

（ア）

（２） ポンプをポンプ槽内に設置してください。

　１． ポンプ槽放流口の（イ）自在ユニオンを外します。
　　※内部のＯリングが落下しないように注意して
　　　作業を行ってください。（図3）
   ２． (エ)ナット部を外して（図3）、（エ）（ウ）部を排水
　　管に順に仮止めします。（図４）
　３． ポンプをポンプ槽内におろし（イ）部へ接続します。
      （図４）
　　フロートが外側になるポンプは、内側に45°傾けて
　　設置してください。（図５）
　　流入水がフロートに当たらないように設置してください。
　　　

（イ）

（ウ）
（エ）

図４図３

（ウ）

（エ）

（ウ）

（エ）

（イ）

放流口

ナット、Ｏリング、
パッキンを外す

浄化槽 放流ポンプ槽

浄化槽本体の水張り前に放流ポンプ槽に乗らない
でください。
浄化槽が傾くことがあります。

注意
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（3）　ポンプのケーブルは配管に巻き付け脱落しないようにしてください。（本図はイメージ図です。）

ポンプの保守点検のため
1m程度ループしてください

ケーブルは、配管に
巻き付けてください

グロメット

ポンプ据付け のつづき

注意 ポンプを槽内に入れる時は排水管を持って静かに入れてください。
投げ入れたり、落としたりしないでください。槽が破損する場合があります。

注意 ポンプの保守点検等で配管を取り外す際は、上記手順を逆に行なってください。

注意 維持管理の際にポンプが浮いている場合は、（イ）と（エ）を緩めポンプを槽底面に
接地するように調整後、（イ）と（エ）を緩みが無いように固く手締めしてください。

　　
　　　
　　４．　ポンプが必ずポンプ槽底面に設置するよう（エ）部を
          緩め調整し、（イ）と（エ）を緩みが無いよう固く手締め
          してください。

45°回転

図５

1）放流配管
　   1. 放流排水管は、硬質塩ビ管 VP30
         としてください。
　　2. 流出管継手との接続は塩ビ接着で
         すので塩ビ系接着剤を使って接着
         してください。
　　3. 配管には、全長に渡り山砂巻きを
         してください。
　　4. 配管には、必要に応じて、支持板、
         支持杭を併用してください。
　　5. 配管施工は、下表の施工範囲に従
         ってください。放流先までの配管
         長さの合計（L）は必ず、50m 以下、
         曲がり５ヶ所以下としてください。

放流配管工事

6. 放流排水管の出口は水没させないでください。
　サイホン現象で、逆流する恐れがあります。

配管長さ合計 (L)
L=L1+L2+L3+L4+L5 5m 10m 20m 30m 40m 50m

揚程合計 (H)
H=L2+L4

2.2m
以下

2.1m
以下

1.8m
以下

1.5m
以下

1.3m
以下

1.0m
以下

配管曲がり数 5 ヶ所以内

放流
L2

L3

L4

L1

揚程合計H

L5

放流ポンプ槽

流出管継手

（例）

放流排水管出口 放流排水管出口

50ｍｍ以上

増水時を考慮して水面より
50ｍｍ以上離してください。

ＧＬＧＬ
注意
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ポンプの電気配線工事

1. 電気配線工事は電気工事士の資格をもつ電気工事業者に依頼してください。
2. 電線管は VE28 を使用してください。
　（電線管内にポンプのプラグを通す場合は、ポンプ槽のグロメットをはずし、VE36
　の電線管を使用してください。その際、電線管の接合部は、発砲ウレタンにより気
　密シールを行ってください。）
3. 電線管端部は、発泡ウレタンにより気密シールを行ってください。
4. 槽内での結線は絶縁のため防水加工を行ってください。

5. コンセントに接続する場合は、浄化槽用ブロワのコンセントの他に放流ポンプ用の
　コンセント２つを用意してください。
　また、プラグを取り付け、コンセント側は、コンセントボックス等を設け、簡単に
　はずれないようにしてください。
6. 電源側には、必ず漏電ブレーカー（定格電流 15A、定格感度電流 15mA) を各ポン
　プごとに１個ずつ取り付けてください。（万一、１台が故障でブレーカーが作動し
　ていても、もう１台が運転できます。）
7. 接地（アース）は必ず行ってください。ケーブルは緑色線が接地線です。
　（Ｄ種接地工事が必要です。）

注意

注意

注意

※制御盤内への放流ポンプ用端子またはコンセント等の組込みはオプションにて対応いたします。

●漏電ブレーカー等の
　端子に接続する場合
　（必ず配電箱内で
　　接続ください。）

シール
（発砲ウレタン）

テープ巻

グロメット

電線管

結線する場合は防水加工
を行ってください

（VE36の場合
　　はずす）

ポンプケーブル
VCT×3C×0.75mm2

注意

ポ
ン
プ

ポ
ン
プ

浄化槽ブロワ用

ポンプ用ケーブル

接地線
（緑色）

コンセントボックス

（防水形アース付）

ポンプ用
ケーブル

100V
G

（赤色）

（白色）

接地線
（緑色）

端子台
SR

接地線
（緑色）

●コンセントに接続する場合の例
　（浄化槽ブロワまたは制御盤用、
　　ポンプ用の計 3 ヶ用意ください。）
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   工事が完了しましたら、このチェックリストで工事の適正を確認してください。

工事のチェックリスト

浄化槽法では、浄化槽工事業者が浄化槽工事を行うときは、浄化槽設備士に実地に監督させ、またはその
資格を有する浄化槽工事業者が自ら実地に監督しなければならないと定められています。( ただし、浄化槽
設備士または浄化槽設備士の資格を有する浄化槽工事業者が自ら浄化槽工事を行う場合には、他の浄化槽
設備士に監督させる必要はありません。)

設
置
先

ご　住　所

お　名　前

型　　式

工事完了日                     　　　　年　　　　月　　　　日

検　査　項　目 チェックのポイント チェック欄

１．流入管渠及び流出管渠の勾配 勾配は、1/100 以上とられているか。（放流ポンプ槽
一体型の場合の流出管渠を除く）
汚物や汚水の停滞がないか。

２．放流先の状況 流出口と放流先水路の水位差が適切に保たれ、逆流
のおそれはないか。

３．誤接合等の有無 生活排水のみが浄化槽に接続されているか。

雨水や工場廃水など、生活排水以外の排水が浄化槽
に流入しないか。

４．升の位置及び種類 起点、45°以上の屈曲点、合流点、勾配変化が著しい
箇所および直線部分については配管の内径の 120 倍を
超えない範囲で、升が設置されているか。
升は、トラップが必要とする箇所以外インバ－ト
升になっているか。
フタは密閉形になっているか。

二重トラップになっていないか。

５．流入管渠、流出管渠及び空気  
      配管の変形、破損のおそれ

管が露出してないか。また、土かぶり不足による変形、
破損のおそれはないか。

６．嵩上げの状況 深埋めは、30cm 以内になっているか。

７．浄化槽本体（放流ポンプ槽）
　　の上部及びその周辺の状況

保守点検、清掃を行える場所が確保されているか。

保守点検、清掃の支障となるものが置かれて
いないか。
浄化槽（放流ポンプ槽）の上部にコンクリ－トスラブ
が打設されているか。

８．漏水の有無 漏水が生じていないか。

※放流ポンプ槽一体型の場合は浄化槽本体と同様に放流ポンプ槽についても該当する項目を
　確認ください。
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検　査　項　目 チェックのポイント チェック欄

９．浄化槽本体（放流ポンプ槽）
      の水平の状況

水平に設置されているか。

10．ろ材等のもれ、変形、破損
       および固定の状況

嫌気ろ床槽のろ材および接触ばっ気槽のろ材が
もれていないか。

11．ブロワの配管、設置、稼働状況
 

ブロワの吐出口と浄化槽本体の空気口を接続する
配管は確実に接続されているか。
電源の一次側に、漏電遮断器 (ELB) が付いているか。

ブロワの脚とコンクリート基礎の間にすき間が
ないか。ブロワにがたつきはないか。

12．ばっ気の状況 接触ばっ気槽の上面から気泡が出ているか。

13．循環水量の設定状況 循環水量は、適正範囲になるように調整されて
いるか。

14．嫌気汚泥移送水の移送状況 嫌気汚泥移送エアリフトポンプの点検口を見て、
嫌気汚泥移送水が移送されているか。

15．ピークカット移送水の移送状況 ピークカット移送エアリフトポンプの出口から
嫌気ろ床槽の槽内水が移送されているか。

16．薬剤筒の固定の状況 薬剤筒はホルダーに固定されているか。

薬剤筒は傾いていないか。

消毒剤は袋から取り出されて薬剤筒に充填されて
いるか（設置後、使用開始しない場合には、袋を
開封しない）。

17．ポンプの設置、稼動状況
　　( 放流ポンプ槽一体型の場合 )

ポンプ底部が傾いていないか。

自動交互運転しているか。
異常水位で 2 台同時運転しているか。
異常音、振動はないか。
ポンプ排水管からの漏水はないか。

D 種接地工事が行われているか。

電源の一次側に漏電遮断機 (ELB) がついているか。

　　　　上記のとおり確認したことを証します。
　　　　　　　     　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　担当浄化槽設備士氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　（浄化槽設備士免状の交付番号　　　　　　　　　　　　）
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ン
グ

　
排
気
口
部
の「
ハ
イ
キ
」表
示
部
分
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。　

   
パ
イ
プ
を
槽
内
に
30
ｍ
ｍ
程
度
差
し
込
み
、パ
イ
プ
と
外
槽
の
あ
わ
せ
部
分
全
周
を

　
外
側
よ
り
す
き
間
が
で
き
な
い
よ
う
コ
ー
キ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。

①
｠｠
排
気
管
を
下
図
の
と
お
り
、
側
溝
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
｠｠
吐
出
部
は
最
大
水
位
（
水
位
の
跡
を
目
安
）
よ
り
上
部
に
設
け
て
く
だ
さ
い
。

（
逆
流
防
止
の
た
め
）

側
溝

吐
出
部

排
気
管

V
P5
0ま
た

は
V
U
50

最
大
水
位
～
10
0m
m
以
上

側
溝

吐
出
部

、
　

排
気
口

流
入

排
気
口 流
出

臭
突
口

浄
化
槽

放
流
ポ
ン
プ
槽

排
気
口

側
溝

水
溜
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
Ｖ
字
配
管
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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積水ホームテクノ株式会社
〒 532-0003　大阪市淀川区宮原 3-4-30( ニッセイ新大阪ビル 17F) 
　                           TEL　06-6397-3683  

浄化槽は、適正な維持管理が行われて初めて性能が発揮されます。
もし、不具合、故障他ご相談、お問い合わせがありましたら、下記へご連絡ください。
積水化学工業株式会社　サポートセンター　TEL 0120-302-503


